
●「ライブラリ」についての関連図

★「Excel」の場合

★「DAO」の場合

★「ADO」の場合
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＝「独立した1個の大きなオブジェクトモデルの階層構造」

を含んでいるファイル・・・・、というイメージ。 
 
 
 
 

VBE（＝VisualBasicEditor＝実際にプログラムを書く画面の

「ツール→参照設定」にてチェックを入れたもの、あるいは、

デフォルトで最初から入っているものが、「ライブラリ」として、

ドロップダウンに追加されます。 
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